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明
け
ま
し
て

 
 
 
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

組
合
員
の
皆
様
、
ご
家
族
の
皆
様
、

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
災
害
の
多
い
年
と
な
り
ま
し

た
。
西
日
本
豪
雨
災
害
で
は
、
県
内
で

も
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
今

な
お
日
常
を
取
り
戻
せ
て
い
な
い
県
民
の

皆
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
改
め
て

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

真
の
「
働
き
方
改
革
」
を
進
め
る

　 

さ
て
、
２
０
１
９
年
、
職
場
で
は
、「
働

き
方
改
革
」
関
連
法
施
行
の
も
と
、
改

め
て
働
き
方
の
ル
ー
ル
づ
く
り
、
長
時
間

労
働
の
是
正
が
課
題
で
す
。
県
教
委
調

査
で
は
、
中
学
校
教
員
の
５
割
が
過
労

死
ラ
イ
ン
を
超
え
て
働
い
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
外
国
人
労
働

力
の
受
け
入
れ
拡
大
も
、
外
国
人
技

能
実
習
生
が
現
在
置
か
れ
て
い
る
劣
悪

な
労
働
環
境
の
抜
本
的
見
直
し
や
異
文

化
と
の
共
生
社
会
づ
く
り
な
く
し
て
は

進
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

消
費
税
増
税
阻
止
と
社
会
保
障
拡
充

暮
ら
し
を
め
ぐ
っ
て
は
、
１
０
月
に

予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
の
１
０
％
への

増
税
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

税
負
担
増
と
と
も
に
、
軽
減
税
率
制

度
の
導
入
に
伴
い
２
０
２
３
年
か
ら
導
入

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
」
は
、
年
商
が
１
千
万
円
以
下
の
免

税
業
者
は
仕
入
れ
に
か
か
っ
た
税
額
を
証

明
す
る「
イ
ン
ボ
イ
ス
」が
発
行
で
き
ず
、

取
引
か
ら
排
除
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
一
方
、
消
費
増
税
と
同
時
に
進
め

ら
れ
る
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
で

は
、
給
食
費
が
無
償
化
か
ら
除
外
さ

れ
、
ま
た
自
治
体
に
も
財
政
負
担
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
待
機

児
童
の
増
加
や
認
可
保
育
所
の
基
準
に

満
た
な
い
保
育
施
設
が
さ
ら
に
増
加
す

る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

憲
法
改
悪
阻
止
で
平
和
憲
法
の
維
持
を

　 

そ
し
て
何
と
言
っ
て
も
、
憲
法
の
平

和
主
義
を
変
質
・転
換
し
よ
う
と
す
る

９
条
改
憲
を
阻
止
す
る
た
た
か
い
が
、
天

皇
代
替
わ
り
を
挟
み
な
が
ら
、
夏
の
参

議
院
選
挙
を
一
つ
の
節
目
に
大
き
な
ヤ
マ

場
を
迎
え
ま
す
。
北
朝
鮮
情
勢
の
劇

的
な
変
化
は
、
対
話
こ
そ
が
展
望
を
切

り
開
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
単
純
に
は
前
に
進
ま
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
武
力
よ
り
対
話
、

こ
れ
は
人
類
史
の
到
達
点
で
す
。
武
力

に
よ
ら
な
い
平
和
づ
く
り
を
積
極
的
に

進
め
、
東
ア
ジ
ア
の
安
定
と
秩
序
を
築

く
、
こ
れ
は
９
条
を
持
つ
日
本
に
こ
そ
で

き
る
仕
事
で
は
な
い
で
す
か
。
９
条
改
憲

反
対
３
０
０
０
万
人
署
名
を
土
台
に
大

き
な
世
論
を
つ
く
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

政
治
選
択
の
１
年

２
０
１
９
年
は
、
選
挙
の
年
で
も
あ

り
ま
す
。
四
月
の
統
一
地
方
選
、
七
月

の
参
院
選
、
十
一
月
の
県
知
事
選
と
、

一
年
を
通
し
て
政
治
選
択
の
年
で
す
。

政
治
を
選
択
す
る
こ
と
は
、
暮
ら
し
や

社
会
を
選
択
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。
県
労
連
に
結
集
す
る
仲
間
の
団
結

の
力
、
幅
広
い
団
体
、
県
民
の
皆
さ
ん

と
の
共
同
で
、
暴
走
す
る
安
倍
政
権
に

ス
ト
ッ
プ
を
か
け
、
政
治
の
民
主
的
転
換

を
め
ざ
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　 

組
合
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展

を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
県
労
連
の
運
動

の
飛
躍
を
決
意
し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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３
月
　

無
期
転
換
ル
ー
ル
市
民
講
座

　
２
０
名
が
参
加
し
、
無
期
転
換

制
度
の
講
演
を
行
い
、「
労
働
組

合
に
入
っ
て
無
期
転
換
」
を
提

起
し
ま
し
た
。

２
月
　

西
敷
地
問
題
に
つ
い
て
の
抗
議

行
動 様

々
な
分
野
で
共
同
が
実
現

　
依
存
症
へ
の
具
体
的
対
策
の
な
い「
カ
ジ
ノ
法
」
や
ニ
セ
の「
働

き
方
改
革
」、
根
本
的
な
対
策
の
な
い「
入
管
法
改
正
」、
安
心

安
全
を
脅
か
す
「
水
道
法
改
正
」
な
ど
、
安
倍
政
権
の
強
権
に

対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
共
闘
が
実
現
す
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

５
月

国
民
平
和
大
行
進

　
２
０
日
、
高
知
市
を
網
の
目

行
進
。
今
年
は
通
し
行
進
者
の

五
十
嵐
氏
を
迎
え
、
全
県
を

回
り
ま
し
た
。

３
月

四
国
総
行
動

４
月

県
労
連
青
年
部
お
花
見

　
学
習
会
を
実
施
後
に
お
花
見

企
画
を
開
催
し
ま
し
た
。

2018年を振り返る
２０１９年 「新年号」 特別企画

２
月

憲
法
キ
ャ
ラ
バ
ン

１
月
　

新
春
旗
び
ら
き

５
月

高
知
県
中
央
メ
ー
デ
ー

　
高
知
市
中
央
公
園
に
８
０
０
名

が
集
ま
り
ま
し
た
。
全
県
で
は

１
０
０
０
名
以
上
が
メ
ー
デ
ー
に

参
加
し
ま
し
た
。

３
月

森
友
・加
計
問
題
に
抗
議
す
る

緊
急
昼
休
み
集
会

　
憲
法
ア
ク
シ
ョ
ン
に
結
集
し
市

民
と
野
党
の
共
同
行
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

６
月

働
き
方
改
革
反
対
の
宣
伝
行
動

　
憲
法
ア
ク
シ
ョ
ン
が
主
催
し
、

働
き
方
改
革
の
強
行
に
反
対
す

る
昼
休
み
宣
伝
を
実
施
し
ま
し

た
。
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８
月

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

　
高
知
県
か
ら
３
０
人
が
参
加

し
、
原
水
爆
禁
止
の
想
い
を
共

有
し
ま
し
た
。

７
月

最
低
賃
金
引
き
上
げ
の
行
動

　
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求

め
、
労
働
局
前
で
の
集
会
と
地

方
最
低
賃
金
審
議
会
で
の
意
見

陳
述
を
実
施
し
ま
し
た
。

９
月

第
３
１
回
定
期
大
会

　
定
期
大
会
の
中
で
、
多
忙
化

を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
組
織
を
活
性
化

さ
せ
る
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

１
０
月

地
方
自
治
研
究
全
国
集
会

　
は
じ
め
て
高
知
県
で
地
方
自
治

研
究
全
国
集
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。

１
２
月

あ
っ
た
か
村
・
何
で
も
相
談
会

　
１
０
年
目
を
迎
え
た
相
談
会

は
、
弁
護
士
な
ど
７
０
名
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、
２
７

件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

１
０
月

社
保
協
キ
ャ
ラ
バ
ン

地
域
医
療
構
想
で
自
治
体
キ
ャ

ラ
バ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

１
１
月

副
知
事
・
教
育
長
要
請

　

県
労
連
も
参
加
す
る
国
民
大

運
動
実
行
委
員
会
は
、
県
の
予

算
に
か
か
わ
る
要
請
を
副
知
事

と
教
育
長
へ行
い
ま
し
た
。

１
２
月

平
和
を
守
る
母
親
行
動

　
県
母
親
運
動
連
絡
会
に
結
集

し
、
赤
紙
配
り
を
実
施
し
ま
し

た
。

８
月
　

日
本
母
親
大
会
ｉ
ｎ高
知

　
８
月
２
４
日
か
ら
開
催
さ
れ
た

大
会
に
は
、
２
日
間
で
の
べ
８
３

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

１
１
月

県
交
渉

　
雇
用
の
確
保
に
つ
い
て
の
要
望

で
県
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

１
１
月

３
０
０
０
万
人
署
名
統
一
行
動

　
憲
法
ア
ク
シ
ョ
ン
に
集
結
し
、

丸
ノ
内
緑
地
で
の
集
会
後
、
地

域
へ
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し

た
。

　
高
知
県
最
低
賃
金
審
議
会
で

の
意
見
陳
述
で
は
、
高
知
県
労

連
田
口
朝
光
委
員
長

（当
時
）

と
、
協
力
関
係
に
あ
る
民
主
青

年
同
盟
の
岡
田
は
る
か
委
員
長

が
陳
述
を
行
い
ま
し
た
。
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
３
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー

ル
）締
め
切
り
は
２
月
６
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　

２
１
６
号
の
答
え
は
「
ネ
ン
ガ

ハ
ガ
キ
」
で
し
た
。
当
選
者
は
以

下
の
方
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

【
当
選
者
】

　
※
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
の

都
合
上
、
図
書
カ
ー
ド
の
発
送
が
遅
れ

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

川
添　

利
英　

さ
ん

　
（
建
交
労
高
知
農
林
支
部
）

野
口　

正
晃　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

岩
本　

ち
ひ
ろ　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

川
柳
コ
ー
ナ
ー

【ヨコのカギ】

①羽織――の正装　③あたりを見回すこと　⑤秋に黄色くなっ

た葉が見事　⑦多数の人、民衆　⑨ダーウィン著「――の起

源」　⑩永遠。――の愛を誓う　⑫論より――　⑭――人形、

蜜――　⑮小説 「細雪」 の４人――

　カギを解き二重枠

の文字を並べてできる

言葉は何でしょう？

【タテのカギ】 ①――

駅は九州鉄道網の中

核　②――月曜日は

休館日　③商業の盛

んな都市　④――乙

つけ難い　⑥傷が

新年の抱負
「年男･年女」

――する　⑧馬子にも――　⑪ 「城」 は英語で何というのか

――辞典で調べる　⑫――勝て赤勝て　⑬話の――を折る

　
今
年
も
室
戸
岬
の
初
日
の
出
と
共
に
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
こ
で
年
を
重
ね
る
こ
と
に
つ
い
て
ひ
と
つ
。

「
２
０
歳
の
顔
は
自
然
の
贈
り
物
、
３
０
歳
の
顔
は
自
分
の
生
き
様
、
５

０
歳
の
顔
は
自
分
の
価
値
が
滲
み
出
る
。
」コ
コ･

シ
ャ
ネ
ル
さ
ん
の
名
言
で

す
。

　
そ
ろ
そ
ろ
自
分
の
顔
に
生
き
様
や
価
値
が
出
る
お
年
頃
。
し
み
も
皺

も
出
て
き
ま
し
た
が
（泣
）、
そ
れ
が
笑
い
皺
で
あ
っ
て
欲
し
い
、
人
に
優

し
く
穏
や
か
な
人
で
あ
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
今
年
も
過
ご
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
回
は
お
一
人
か
ら
新
た
な
年
へ
の
決
意
を
表
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

勝
算
が
何
か
あ
ル
ノ
か
ゴ
ー
ン
さ
ん

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
（高
橋
狸
）

祝
復
活
紅
白
で
見
る
ミ
ル
姉
さ
ん

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
（高
橋
狸
）

おたよりの紹介

〇国民大運動の交渉によって、特別支援学校問題で前向き

な回答が得られたことは大きな成果です。 高知市に特別支

援学校を開校させることが必要です。 私学教組 （T ・F）

〇いよいよ、 この３月でめでたく？定年退職を迎えます。 ひ

とつの区切りと考えてこれからも頑張りたいと思っています。

自治労連 （H ・Y）

〇いつも 「針路」 を楽しみにしています。 建交労高知農林

支部 （T ・K）

○今年も楽しくクロスワードをさせてもらいました。 また来年も

よろしくお願いします。 自治労連 （H ・A）

○川柳コーナーが楽しみです！！これからもがんばって下さ

い。 自治労連 （M ・N）

高知自治労連

室戸市職労　中岡　佳子さん
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詳しくは、県労連ＨＰへ！｢高知県労連｣で検

索できます。機関紙のアーカイブや行事案

内、県労連の取り組みも紹介しています。

年
女
で
あ
る
今
年
の
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負
は
「
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一
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初
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県労連第３３回中央委員会
【日程】　２０１９年２月１７日 （日） １０時～１６時

【場所】　高知城ホール２階


